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は
じ
め
に

　

農
村
の
く
ら
し
と
文
化
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
農
業
集
落
が
果
た
し

て
い
る
機
能
で
あ
る
。
そ
の
機
能
は
、
川
本
彰
氏

が
か
つ
て
「
人
間
保
全
」「
領
土
保
全
」「
作
物
保

全
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
農
村
に
お
け
る
日
々

の
く
ら
し
は
、
そ
れ
ら
の
機
能
が
う
ま
く
絡
み
合

っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
三
つ
の
保
全
機
能
は
、医
療
・
福
祉
、教
育
・

文
化
、
環
境
等
も
含
め
た
す
べ
て
の
地
域
資
源
の

保
全
機
能
と
も
い
う
こ
と
が
可
能
で
、
ま
さ
に
住

民
が
安
心
し
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
根
底
か
ら
支
え
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
今
日
農
業
集
落
が
地
域
資
源
の
保
全

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端

を
「
二
〇
〇
〇
年
世
界
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
農

業
集
落
調
査
）」（
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
現
在
）

か
ら
み
て
み
た
い
。

一 　
　
農
業
集
落
の
定
義
と
現
状

　・
　

同
調
査
に
お
け
る
農
業
集
落
と
は
、「
市
区
町
村

の
一
部
に
お
い
て
、
農
業
上
形
成
さ
れ
て
い
る
地

域
社
会
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
集
落
は
、

も
と
も
と
自
然
発
生
的
に
存
在
す
る
地
域
社
会
で
、

家
と
家
が
地
縁
的
、
血
縁
的
に
結
び
つ
き
、
各
種

の
集
団
や
社
会
関
係
を
形
成
し
て
き
た
社
会
生
活

の
基
礎
的
な
単
位
で
あ
る
。」と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
集
落
そ
の
も
の
は
残
っ
て
い
て
も

農
業
上
の
結
び
つ
き
を
欠
い
た
も
の
は
調
査
対
象

か
ら
外
し
て
い
る
。

　

全
国
の
農
業
集
落
数
は
一
三
万
五
、
一
七
九
集

落
で
、
前
回
調
査
（
九
〇
年
）
と
比
較
し
て
、
四
、

九
四
三
集
落
（
三
・
五
％
）
減
少
し
た
。
一
集
落

当
た
り
（
平
均
）
で
み
る
と
、
総
世
帯
数
は
、
二

一
三
・
二
戸
、
う
ち
農
家
二
二
・
八
戸
（
構
成
比

一
〇
・
七
％
）、
非
農
家
一
九
〇
・
四
戸
（
同
八

九
・
三
％
）
で
、
時
系
列
で
み
て
も
農
家
率
の
低

下
、
す
な
わ
ち
混
住
化
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を

農
業
地
域
別
で
み
る
と
、
す
べ
て
で
そ
の
比
率
は

低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
都
市
的
地
帯
を
除
け
ば
平

地
・
中
間
・
山
間
地
域
と
も
農
家
率
は
二
五
〜
三

〇
％
で
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

二 　
　
農
業
集
落
が
果
た
し
て
い
る
保
全
機
能

　・
　

次
に
農
業
集
落
の
保
全
機
能
を
み
る
。
そ
の
前

提
と
な
る
集
落
の
調
整
・
合
意
形
成
機
能
と
い
う

意
味
で
「
寄
り
合
い
の
開
催
状
況
」
を
み
る
と
、

開
催
実
績
の
あ
る
集
落
割
合
は
九
八
％
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
議
題
別
で
み
る
と
（
表
一
）、
農
業

生
産
面
で
は
ほ
と
ん
ど
の
集
落
が
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
る
「
水
田
転
作
の
推
進
」「
農
道
・
農
業
用

用
排
水
路
の
維
持
・
管
理
」
は
、
農
家
を
中
心
に

六
〜
七
割
の
集
落
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
農
道
お
よ
び
農
業
用
用
排
水
路
の
あ
る

集
落
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
六
五
％
、七
八
％
の
集
落
が

そ
の
管
理
を
共
同
作
業
で
行
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
転
作
に
つ
い
て
み
る
と
、
集
団
転
作
は
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
固
定
団
地
を
中
心
に

一
二
％
の
集
落
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
く
ら
し
・
環
境
面
で
は
、「
生
活
関
連
施

設
等
の
整
備
・
改
善
」「
集
落
の
行
事
の
計
画
・
推

進
」「
環
境
美
化
・
自
然
環
境
の
保
全
」
に
つ
い
て
、

七
〜
八
割
の
集
落
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
そ
の

対
象
も
前
述
の
農
業
生
産
面
で
農
家
が
中
心
で
あ

っ
た
の
と
は
異
な
り
、
全
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
共
用
の
生

活
関
連
施
設
が
あ
る
集
落
（
全
体
の
九
三
％
）
で

調
査
・
研
究
紹
介

調
査
・
研
究
紹
介

　
　

―
く
ら
し
と
文
化
を
支
え
る
農
業
集
落
―

 
―
く
ら
し
と
文
化
を
支
え
る
農
業
集
落
―
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表１　農業集落における（議題別）寄り合いの実施状況
（単立：集落、％）

農業集落共有財産
の利用・運営・管理

農道・農業用用排
水路の維持・管理水田転作の推進土地基盤整備等の補

助事業の計画・実施農　

業　

生　

産

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

������
（����）

農業集落内の福祉
・厚生

環境美化・自然環
境の保全

祭り・運動会等の集
落行事の計画・推進

生活関連施設等
の整備・改善

く
ら
し
・
環
境

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

実　施
集落数
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）

うち農家
のみ対象
（割合）
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資料：『����年世界農林業センサス』（����年２月１日現在）
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は
、
そ
の
八
九
％
が
共
同
作
業
で
施
設
の
管
理
を

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、農
業
生
産
面
、く
ら
し
・

環
境
面
の
両
面
に
つ
い
て
、
そ
の
相
当
部
分
が
今

な
お
集
落
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
た
共
同
作
業
に

よ
っ
て
維
持
・
管
理
・
実
行
さ
れ
て
い
る
。

三 　
　
農
業
集
落
に
よ
る
自
然
資
源
・
伝
統
文
化
の

　・
保
全

　

次
に
自
然
資
源
・
伝
統
文
化
と
農
業
集
落
と
の

関
わ
り
（
表
二
）
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
は
「
人

間
」「
領
土
」
の
保
全
に
大
き
く
関
わ
る
分
野
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
源
は
、
集
落
が
置
か

れ
た
地
形
や
集
落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
な

経
緯
と
深
く
関
わ
る
こ
と
か
ら
、「
資
源
の
有
無
」

自
体
に
相
当
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
資

源
の
保
全
の
根
拠
（
条
例
、
住
民
の
取
り
決
め
）

と
保
全
の
主
体
に
着
目
し
て
み
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
農
業
資
源
で
も
あ
る
「
た
め
池
・
湖
沼
」

「
河
川
・
水
路
」
は
、
昔
か
ら
共
同
で
管
理
・
利
用

さ
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
た
め
か
、
保
全
の
根
拠

は
住
民
に
よ
る
取
り
決
め
が
多
く
、
ま
た
保
全
の

主
体
も
住
民
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
棚
田
・
谷
地
田
」
で
、
そ

の
保
全
が
言
わ
れ
だ
し
た
の
は
比
較
的
最
近
で
あ

り
、
保
全
の
た
め
の
条
例
や
取
り
決
め
が
あ
る
集

落
の
比
率
は
わ
ず
か
六
％
で
あ
る
が
、
保
全
の
根

拠
、
主
体
は
と
も
に
地
域
住
民
に
依
拠
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
山
林
・
自
然
草
地
」
は
、

そ
の
資
源
を
有
す
る
集
落
の
比
率
が
高
い
も
の
の

保
全
根
拠
を
有
す
る
集
落
の
比
率
は
相
対
的
に
低

く
、
ま
た
保
全
根
拠
は
条
例
が
多
く
、
か
つ
管
理

主
体
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

さ
ら
に
、
伝
統
文
化
に
つ
い
て
み
る
と
、「
伝
統

的
町
並
・
建
築
物
」「
伝
統
工
芸
・
芸
能
・
祭
り

等
」
で
は
、
保
全
の
た
め
の
条
例
や
取
り
決
め
が

あ
る
集
落
の
比
率
が
高
く
、
加
え
て
そ
の
保
全
の

根
拠
は
住
民
の
取
り
決
め
に
依
拠
し
、
ま
た
保
全

の
主
体
も
住
民
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
い

と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
景
観
、
伝
統
、
芸
能
・
祭
り
と

い
っ
た
、
文
化
に
関
わ
る
資
源
の
保
全
は
大
き
く

集
落
機
能
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ

ま
り
、
モ
ノ
に
関
わ
る
資
源
に
つ
い
て
は
、
そ
の

公
共
性
等
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
代
替
化
す
る

傾
向
も
見
て
取
れ
る
が
、
伝
統
・
文
化
は
地
域
住

民
と
そ
の
結
合
体
と
も
い
え
る
農
業
集
落
に
よ
っ

て
引
き
続
き
保
全
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農

業
集
落
は
つ
と
め
て
「
人
間
保
全
」
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四 　
　
農
村
文
化
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　・
　

集
落
機
能
の
弱
ま
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

文
化
等
も
含
め
た
地
域
資
源
の
保
全
は
現
在
の
と

こ
ろ
集
落
機
能
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
い
う
よ
り
も
、
今
後
と
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
集
落
機
能
と

く
ら
し
・
文
化
の
本
質
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
農
村
の
文
化
と
は
、
人
が
そ
こ
に
定

住
し
、
農
業
と
の
関
わ
り
を
深
く
持
ち
つ
つ
、
集

落
の
諸
機
能
に
支
え
ら
れ
た
く
ら
し
を
基
礎
に
育

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
農
村
文
化
と
は
、
人
間
が
自
然
に
働
き

か
け
、
個
々
な
ら
び
に
集
団
と
し
て
の
く
ら
し
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
然
と
人
間
、

人
間
と
人
間
と
の
社
会
関
係
を
基
礎
と
し
た
農
村

の
く
ら
し
の
な
か
で
そ
れ
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
思

考
、
価
値
や
規
範
や
基
準
と
い
っ
た
具
体
的
内
容

を
伴
な
っ
た
様
式
に
ま
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
創
造
主

体
は
常
に
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
地
域
の
資
源
は
地
域
で
守
る
」
が
、
今
後
と
も

農
村
の
く
ら
し
と
文
化
を
考
え
る
基
本
的
視
点
と

な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
く
ら
し
と
文
化
を
破
壊
す
る

勢
力
に
対
す
る
対
抗
軸
と
し
て
、
地
域
社
会
が
認

識
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
視
点
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
木
原　

久
）
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表２　農業集落による自然資源・伝統文化の保全（都市的地域を除く）
（単立：集落、％）

伝統工芸・
芸能・祭等

伝統的町並
・建築物　

河川・
水路　

ため池
・湖沼

山林・　
自然草地

棚田・
谷地田
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資源のある集落数��）
（全農業集落に対する割合）
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うち保全のための条例や
取り決めがある集落数���
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うち
地域住民の取り
決め等（�）
（�／�）

保
全
根
拠
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うち
地域住民等（�）
（�／�）

保
全
主
体

資料：表１と同じ


